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２００２年 ノーベル化学賞  

スエーデン王立科学アカデミーは２００２年ノーベル化学賞を“生体高分子の同定および構造解析のための

手法の開発”に対し、その半分を“生体高分子の質量分析法のための穏和な脱着イオン化法の開発”に対し

て、ヴァージニア・コモンウエルズ大学（米国、リッチモンド）のジョン・Ｂ．フェン (JOHN B. FENN) お

よび島津製作所（日本、京都）の田中耕一の２氏に、残り半分を“溶液中の生体高分子の立体構造決定のた

めの核磁気共鳴分光法の開発”に対してスイス連邦工科大学(ETH)(スイス、チューリッヒ) およびスクリプス

研究所（米国、ラホヤ）のクルト・ビュートリッヒ(KURT  WÜTHRICH)氏に贈ることを決定した。 

 
生体分子の革命的な分析法 

本年度のノーベル化学賞はタンパク質のような生体

高分子を研究する強力な分析方法に関わるものであ

る。タンパク質を詳細に分析できるようになり、生

命のプロセスをよりよく理解できるようになった。

今日、研究者はある試料の中にどのような異なった

タンパク質が入っているのかを、速やかに、簡単に

明らかにすることができる。また、タンパク質分子

が実際どんな格好をしているのか立体構造をきめる

ことができるようになり、その結果、細胞中でのタ

ンパク質の機能を理解することができるようになっ


